
すみだ郷土文化資料館空襲体験画リスト　Cセット
解説パネル「・・・」はその下段に表示した絵画群全体の総説となっています。

解説パネル　「爆撃」
Ｂ２９など米軍機による空爆の様子が描かれています。

作者名 絵画名
吉田　洋 焼夷弾の弾倉を開くB29 C1 (3)
笈川　芳太郎 燃える葛飾区役所上空で被弾したB29 C2 (5)
榊山　次勇 東雲より炎上する墨田方面を望む C3 (11)
浅見　清三 京橋区役所屋上から見た本所・深川方面 C4 (21)

解説パネル　「炎のなかで」
空襲火災の中を逃げまどった人々が炎のなかで目撃した光景が描かれています。

作者名 絵画名
工藤　愛子 北十間川のほとりで C5 (70)
小倉　茂山 炎に覆われる言問橋 C6 (92)
川井　満 昔、街が焼かれた～虫けらのようになって C7 (104)

解説パネル　「死者・負傷者・避難民」
空襲直後に目撃した死者、負傷者、避難民の姿が描かれています。

作者名 絵画名
狩野　光男 ねんねこ半纏・父と児 C8 (132)
狩野　光男 言問橋階段の惨状 C9 (133)
熊谷　和子 錦糸公園 C10 (134)
熊谷　和子 わが家の焼け跡 C11 (135)
堀切　正二郎 おとりさま近くで C12 (136)
堀切　正二郎 焼け落ちた国際劇場 C13 (137)
堀切　正二郎 厩橋の防空壕で亡くなっていたおばあさん C14 (138)
堀切　正二郎 防空壕から遺体を引き出す人 C15 (139)
堀切　正二郎 石原町・十字路 C16 (140)
堀切　正二郎 震災記念堂で家族を捜す C17 (141)
堀切　正二郎 二葉国民（小）学校の惨状 C18 (142)
堀切　正二郎 防火用水槽 C19 (143)
堀切　正二郎 太田栄子さん一家 C20 (144)
堀切　正二郎 浅草・松屋前の隅田川で亡くなった人々 C21 (145)
堀切　正二郎 隅田川に浮かぶ人 C22 (146)
堀切　正二郎 二葉国民学校講堂の壁 C23 (147)
堀切　正二郎 焼け跡の消息文字 C24 (148)
堀切　正二郎 銭湯の煙突の下で亡くなっていた人 C25 (149)
堀切　正二郎 都電停留所 C26 (150)
堀切　正二郎 親子 C27 (151)
堀切　正二郎 防空壕の中でなくなっていた女性 C28 (152)
堀切　正二郎 ホースを握ったまま亡くなっていた消防士 C29 (153)
堀切　正二郎 巡査に引率された人たち C30 (154)
堀切　正二郎 焼け残った蔵 C31 (155)
堀切　正二郎 石原町・十字路 C32 (156)
阿部　孝子 焼死体の転がる道、父と2人で家を捜す C33 (157)
羽部　権四郎 子供を防火用水に浸けた姿のまま白骨化した母子 C34 (158)
羽部　権四郎 江東橋・夜明けの惨状 C35 (159)
羽部　権四郎 亀戸で見たもの C36 (160)
塩野　泰朗 救護所前で無言でたたずむ少女 C37 (161)
加瀬　美代 遺体引き上げと橋下で亡くなっていた母子 C38 (162)
加瀬　美代 亀戸にて C39 (163)
加藤　珣子 空襲の日の残像－忘れられないおばあさんの死 C40 (164)
宮坂　清 中板橋・石神井川の空襲犠牲者 C41 (165)
宮坂　清 浅草松屋前・真っ黒になった死体の山 C42 (166)
宮本　謙三 死 C43 (167)
金田　昌子 姉を捜して・3　へその緒で結ばれた母子の遺体 C44 (168)
栗原　三雄 夜明けの菊川橋 C45 (169)
五月女　健一 隅田川を流れる男性の遺体 C46 (170)
恒川　貞雄 橋上から見た光景～遺体の引き上げ C47 (171)
佐久間　国三郎 深川・東富橋の惨状 C48 (172)
斎藤　三夫 自宅のとなりで焼死していた赤ちゃん C49 (173)
坂本　邦男 防火用水に浸かったまま白骨化した人 C50 (174)
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作者名 絵画名
笹川　和也 火傷を負って座り込む C51 (175)
笹川　和也 画帖・大空襲思い出体験記 瓦礫の中、座りこむ人々 C52 (176)
笹川　和也 防火用水の中で焼け死んだ人たち C53 (177)
笹川　和也 焼け落ちた都電 C54 (178)
市橋　一郎 空襲で死んだ軍馬の肉を解体する人々 C55 (179)
市橋　一郎 焼け跡で軍馬を煮て食べる C56 (180)
市川　浩 奥州街道を埋めた被災者の長い列 C57 (181)
勝見　秀三郎 四つ木へ向かう避難民の長い列 C58 (182)
小倉　茂山 明け方の言問橋～戦争の悪夢 C59 (183)
松原　伝蔵 両国橋上の黒こげの牛と人の遺体 C60 (184)
松原　伝蔵 消防署の下で立ったまま死んでいる人たち C61 (185)
松原　伝蔵 四の橋附近の防火用水槽 C62 (186)
松崎　静江 流れ来る死体を見ながら学校へ C63 (187)
松田　隅江 大横川・江東橋付近の惨状 C64 (188)
青柳　友治郎 遺体で埋めつくされた大横川－菊川橋付近 C65 (189)
石川　実揆彦 路上で亡くなっていた3人 C66 (190)
石川　実揆彦 空襲焼死者の仮火葬の跡 C67 (191)
石田　百合子 亀戸付近の惨状～炭の人形のようになった人々 C68 (192)
赤堀　ヨシ 大やけどの静江さん C69 (193)
川上　紀雄 空襲直後の惨状 C70 (194)
前野　栄造 亀戸ガード下・裸のマネキンのようになった人々 C71 (195)
中川　清 空襲直後の言問橋下～亡くなっていた母子 C72 (196)
中村　みつ 遺体の前で放心状態になった人たち C73 (197)
中村　弘子 中川沿岸・夜明けの惨状～呆然とたちすくむ親子 C74 (198)
中村　俊子 亀戸付近で見た光景 C75 (199)
中澤　利行 路上で亡くなっていた女性 C76 (200)
辻本　豊子 鐘紡近くの空き地に落ちた爆弾の穴 C77 (201)
辻本　豊子 マネキン人形のようになった焼死体 C78 (202)
辻本　豊子 鐘ヶ淵駅近くの側溝を流れる赤ちゃんの手 C79 (203)
田村　稲雄 亀戸駅付近～小名木川貨物線ガード下の焼死体 C80 (204)
田中　幸作 丸太の間にのぞく顔～北十間川の惨状 C81 (205)
渡辺　いくよ 母との別れのあとに見た路上の光景 C82 (206)
土田　宏 亀戸駅付近　総武線・小名木川貨物線分岐点 C83 (207)
土田　宏 十間橋通り・火傷の少女 C84 (208)
土田　宏 深川毛利町に転がる焼死体 C85 (209)
土田　宏 言問橋東・さらし者 C86 (210)
土田　宏 本所厩橋 C87 (211)
土田　宏 吾妻橋下の隅田川に浮かぶ死体 C88 (212)
土田　宏 都電柳島車庫前の焼け落ちた電車の鉄骨 C89 (213)
土田　宏 都立化学工業学校の惨状 C90 (214)
藤間　てる子 子供をかばう泥人形のような遺体と鉄兜の山 C91 (215)
藤田　澄子 浅草・空爆のあと C92 (216)
内藤　一彦 防火用水の中の母子 C93 (217)
南方　康弘 焼夷弾の雨・燃える町、そして亡くなった方々 C94 (218)
南方　康弘 亡くなっていた3人の母子 C95 (219)
馬場　泰三 自宅前で見た惨状～本所・緑町 C96 (220)
苗村　光彦 日本橋・焼け跡の家族 C97 (221)
風間　敏江 燃える浅草と言問橋付近の隅田川を流れる遺体 C98 (222)
豊田　照夫 亀戸駅付近～強い火焔のため白骨化した人々 C99 (223)
鈴木　福子 黒い布をかぶり避難する、傷ついた人の群れ C100 (224)
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